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歩いていた 御幣川ミエゾウ
足跡化石調査より」（５月 25
日～６月 12 日、県民ホール）
や、移動展示「むかし、鈴鹿
にゾウがいた～御幣川ゾウ足
跡化石調査から～」（9 月 1
日～ 10 日、鈴鹿市役所）と
して展示会を開催しました。

今回の調査結果は、調査報
告書としてまとめて刊行する
とともに、引き続き調査を進
め、それらの成果を新県立博
物館の展示設計に役立てる予
定です。

熊野詣～」に活かしていくと
もに、２月６日（土）開催の
調査報告会を協働で行うこと
としています。

を行いました。
調査の実施にあたっては、

県内外の学術団体や研究者
（滋賀県足跡化石研究会、名
古屋地学会ほか）、博物館サ
ポートスタッフ、鈴鹿市、地
元自治会など、多様な方々の
協力を得て行いました。また、
学校連携の一環として地元小
学生（鈴鹿市立深伊沢・庄内・
椿小学校の 6 年生）に化石発
掘を体験してもらいました。

これらの調査や活動の結果
は、速報展「やっぱりゾウは

についての調査に協力しまし
た。

この成果は、1 月 30 日（土）
から２月 14 日（日）までの
期間、熊野市で開催する移動
展示「巡礼の道～伊勢参宮と

三重県立博物館では、県内
各地で発見されたミエゾウや
アケボノゾウなどのゾウ類化
石を多数所蔵しており、過去
にはゾウ類の足跡化石の発掘
調査なども行っています。

これらの化石は、新県立博
物館での展示への活用などを
計画していますが、これにむ
けた取り組みとして、平成
21 年４月 30 日から５月６
日、鈴鹿川水系御

お ん べ

幣川流域（鈴
鹿市伊船町）において、ゾウ
類などの足跡化石の発掘調査

人文系の団体などと連携し
た取り組みの一つとしては、
熊野古文書同好会、三重大学、
県立熊野古道センターが継続
的に実施している 5,000 点
もの熊野市大

おおどまりちょう

泊町善
ぜんこんやどのうさつ

根宿納札

調査研究活動の展開

これまで紹介したもの以外にも、「ともに考え、活動し、成長する博物館」とし
て、県民のみなさんや多様な主体との協創と連携の取り組みを、開館前から積
極的に展開しています。

ミエゾウの足跡化石調査

地域に残る古文書の調査

古文書調査の様子

現地説明会の様子
こどものサポートスタッフも大
活躍しています

地元小学生による化石発掘体験
の様子

新県立博物館 NEWS 

よって協創活動の場づくりを
進めています。

主な活動内容としては、三
重の自然や歴史・文化を扱う
三重県立博物館の活動に関す
る「研修受講」、県内各地で
開催する移動展示や博物館教
室・フィールドワークなどの
博物館事業への「スタッフ協
力」、各自の興味関心に沿っ
た分野別の「グループ活動」
( サポスタ情報局・おもしろ
博物館づくり・化石鉱物・生
きもの・染色・民俗・歴史の
7 グループ ) などです。こう

した活動を通して、皆さんと
「ともに考え、活動し、成長
する博物館」をめざしていま
す。

12 月 19 日には、おもし
ろ博物館づくりグループ初企
画による「正月飾りづくり」
体験が開催され、一般公募
の 20 名が参加して、みんな
で正月飾りづくりを行いまし
た。

三重県立博物館では、平成
18 年度からサポートスタッ
フの募集を始め、新県立博物
館へ向けた先行的な取り組み
として活動を行なっていま
す。

現在は、小学生からご高齢
の方まで約 170 名のみなさ
んがサポートスタッフ活動に
参加され、毎年数十名ずつ仲
間が増えています。活動では
自らの学ぶ楽しさや知的好奇
心を育みながら、世代や興味
関心を超えた交流や、資料を
通した地域の再発見などに

県民のみなさんによる先行的な取組

正月飾りづくりの様子

～三重県立博物館サポートスタッフ活動～




